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Abstract
   This Paper is aim to claerfy creatures of Elementary schools students and junior highschool students of 
“SHONEN SEKAI” in between TAISHO and the early in SHOWA Period.“SHONEN SEKAI” is pubilished 
by(TOKYO)“HAKUBUNKAN” . “JITSUGYONONIHONSHA”.and The purpose of this study is to examine 
some representions “Sporting Boys”by focusing on descriptions and the visual images from “SHOUNEN 
SEKAI“which was one of the most popular boys magazines since 1920s.The sport boom among male 
students had already started and visual images concerning sports appeared in the magazine from an early 
time.The trend of Magazines' Contents were changed of situation has developed. This Magazines Contents 
were Much contained Sports(articles and record). This Magazine's readers'(contributors) columns  were 
reborn in at that time. But the Readers were regular contributor to this magazine, and They formed“Reader's 
Communities”Everlasting
Keywords: Sporting Boys”,”magazines readers commnuties”,baseballplayer,HAKUBUNKAN,
　　　　  JITUGYONO NIHONSHA
Ⅰ．はじめに―本研究の目的と先行研究の検討
本研究では、「スポーツする少年」がいつ頃
の時期から誌面上に登場したのかについて、
当時の日本の大衆少年雑誌を取り上げなが
ら、考察・検討を試みるものである。また対
象とする時期をおもに1920年～ 1930年代に限
定し、当時の少年雑誌の代表ともいえる『日
本少年』（実業之日本社刊行雑誌）、『少年世界』
（博文館刊行雑誌）に光を当て、同誌の誌面
構成および内容とそこからうかがえる「ス
ポーツ少年像」について見出したいと考える。
さてこれまで執筆者は、わが国における近
代少年雑誌『少年世界』に着目し、同誌の投
書欄に集った子ども読者（児童読者）に焦点
を当て、その読者の年齢層およびその特徴に
ついて明らかにすることを目的としている。
分析の時期については、わが国の多くの雑誌
の売れ行きが最盛期を見せた、大正期～昭和
戦前期にかけての時期とする。
少年・少女雑誌に関する先行研究は、これ
までに多くの蓄積がある。今田絵里香は『少
女の社会史』において少女雑誌『少女の友』・
『少女倶楽部』を分析対象とし「読者が少女
雑誌に示された『少女』の行為規範の変遷を
明らかにし」 ながら、「読者が少女雑誌の提示
する『少女』をどのようにとらえ，受け入れ
ていったのかについて明らかにし」ている。
また川村邦光はとりわけ少女雑誌（『女学
世界』・『少女世界』）に集った少女読者らには，
目には見えない〈想像上の読者共同体（オト
メ共同体）〉が存在していたことを検証した。
本田和子も同じくそのような共同体の存在を
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指摘し（〈少女幻想共同体〉），明治後期の少
女雑誌を考察し「少女雑誌が投稿欄を通じた
ネットワークによって、近代少年雑誌におけ
る読者に関する一考察では、女学生の資格と
いう有無にかかわりなく、 ペンネームを用い
て『少女』という『虚構集団』を形成させた」
と指摘する。また1900 年代前後の時期の『少
年世界』の読者を取り上げている成田龍一の
存在も見過ごせない。
少年雑誌の読者像を見いだすことで、雑誌
の発行された背景やそれをこぞって読むこと
になった読者の姿も浮かび上がってくること
になるであろう。
Ⅱ．実業之日本社刊行雑誌『日本少年』について
実業之日本社の刊行の雑誌『日本少年』は
1906（明治39）年1月に誕生した雑誌であっ
た。以後30有余年発行が継続され、1938（昭
和13）年10月まで発刊された。少年たちから
の人気雑誌の一つであった。同誌　は創刊時
より初代編集者（主筆）の星野水裏、第二代
主筆の石塚月亭の時代において、博文館刊行
雑誌であった『少年世界』と競合を繰り広げ
た。第三代主筆滝沢素水の時に、大衆少年雑
誌としてのスタイルを確立した。その後第四
代主筆の有本芳水・第五代主筆の松山思水の
頃が絶頂期であった。誌面は、おもに「少年
小説」や「冒険小説」、「伝記」が中心であり、
これがヒットし売り上げを増した。1919（大
正8）年1月号では35万部を売り上げることに
なった。
今田は『日本少年』における理想像の変
遷」において、『日本少年』における理想の男
性像を抽出することにより、「少年」の理想的
な将来像を明らかにしている。それによると、
1900年代～ 1920年代の頃では学者、政治家、
軍人・武士が誌面の多数を占めており、実業
家や芸術家も一定の割合であるが存在したと
している。また1930年代になると、学者、政
治家、軍人・武士が圧倒的多数派になる。な
かでも軍人・武士の勢いは凄まじいものがあ
る。また、スポーツ選手が新たに掲載され始
めるものの、実業家、芸術家は一定の割合を
保っていたとする。また政治家、軍人・武士
の急激な増加により『日本少年』のなかでは
影の薄い存在となったと説明している。
すなわち『日本少年』誌上では、1930年代
より、スポーツ選手が誌面を飾るようになっ
たことを見出している。しかしながら少年ら
の憧れは、政治家や軍人、武士であったと位
置づけている。
Ⅲ．博文館刊行雑誌『少年世界』について
出版元の（東京）博文館は、1887（明治
20）年に大橋佐平が創業した。同館はベスト
セラーの雑誌を数多く刊行し、文学者高 山
樗牛の『太陽』をはじめ尾崎紅葉，川上眉山
や広津柳浪らメンバーのいた硯友社をおもな
寄稿家とした『文芸倶楽部』、さらには児童
文学者であり編集者の巌谷小波（漣・季雄）
の編集による『少年世界』など、 明治期にお
いて60余りの雑誌を創刊した老舗書籍出版社
であった。博文館は大衆的な商業雑誌として
読者の拡大と大量販売に成功した。1947年（昭
和22）の廃業に至るまで約3000点を発行し、
博文館時代を築いたとされる。さて大正期の
同誌の誌面（第23巻第10号、1917年９月11日）
の目次を見てみたい。なお（　）は雑誌のペー
ジ数を示しておきたい。
〈目次〉
・天高し（表紙）……細木原青起
・ヘンなお面（原色版）…… 
・新秋（彩色石版）……石川春城
・僕の少年時代（漫画口絵）……北澤楽天 
・両皇子殿下御帰京……写真口絵
・夕やけの空（飛行機の遠征）……
・写真口絵 ・白馬山上の東久邇宮殿下…
・珍しい飾りもの（台湾の祭礼）写真版 
・料理人と魚，何だらう，蛙の器械体操…… 
漫画 
・二人坑夫……逓信省保険課立案 
・乙種活動写真……
［懸賞－金メダル　お使いひに行く時（一七
頁を見られよ）］
○長編お伽島の宝……巌谷小波（九）
○連合軍各国英仏伊米みやげ話……海軍中佐 
水野広徳（一八）
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○おもしろい算術……竹実直人（二四）
○誰にでもできる電話の機械
○作り方……工 学士小山憲次郎（二八） 
○お伽二題噺（鶯と鯨，日曜日と時計等，狸
　の腹鼓と小人，龍と蚊）……さざなみ
　（三九） 
○片眼の英雄伊達政宗……文学士渡邊北海 
（四三）
○智慧くらべ三角の眼と円い眼……（五一）
○漫画『デコ郎のアタマ』……（五二） 
○国歌を唱ひつつ……石黒露雄（五四） 
○懸賞『絵判じ』の新題と『動物調べ』の答
・・・・・（五九）
○冒険小説怪艇？海獣？……江見水蔭（六○） 
○滑稽絵噺友達の代理……（六八） 
○見えぬ空気を見る法……理学博士一戸直蔵 
（七○） 
○舌栗毛日記……小波（七五） ○絵噺『ベル
物語』……池田永治（八四）
○十月の手紙（田舎の秋，茸と栗，遠足，懸
賞募集）……（二六）
［特別読みもの］ 
○少年の日の悲哀 （小説）……小川未明 
（七八）
○一旦死んで甦つた男（実話）……北米
　ロバート・チエームス（五○）
・少年新聞（七四）
・記者より（八二）
・投書規則（八三）
・少年文壇（八四） 
・和歌と俳句（九二） 
・愛読者小会（九四）
・新刊紹介（五○）・（九五）
・少年ポスト（九六）・ （一○四）
「冒険小説」や「伝記」、「懸賞」に加え、「お
もしろい算術」「、「誰にもできる電話の機械」
などの学習教材が掲載されていることがわか
る。また「少年文壇」や「和歌と俳句」、「愛
読者小会」、「少年ポスト」のような少年読者
の投稿欄も多くを占めている。
Ⅳ.優秀な少年の育成とメダルの授与
『日本少年』や『少年世界』の多くの読者
らは作品を投稿する意欲のある者が多かっ
た。誌面掲載となると、メダルが贈呈される
というシステムをとっていたことも大きな理
由である。同誌第25巻第12号（1919年11月10
日）には投書欄で次のように掲載されている。
◇少年世界、ほんとに僕等の筆戦場だ、熱
心にまじめに投書しませう。幼い僕等は
文学研究社真心会を組織し、会員一同で
活動します。（愛知　大和久雄加藤清松
大野弥一 山元寅次郎）
◇読者諸君いよいよ正月が来ました。楽し
い正月が此を好機として振るへ、振るへ。
天下の少年文士よ、本誌文壇に大いに振
るへ。大正の少年よ、最後に記者先生の
御健康を祈る（旭川のほとりにて　岡紫
水生） 
◇私が本誌文壇で敬慕して居る諸君は東京
の小倉喜一君、鹿児島の中野荒村君、奈
良の 貴田翠波君、熊本の松村萩村君、大
阪の大月磯香君、山形の布施忠松君、福
岡の武井満天君、広島の南波男君……（鹿
児島 花房芳夫） 
◇私らは少年世界愛読者、並びに投書家と
して以後益々奨みん為五六名にて『世界
の少年会』と云ふ会を作りました（埼玉
県　 加藤正義）
　
「少年世界、ほんとに僕等の筆戦場だ。熱
心にまじめに投書しませう」と投書する「愛
知」の「大和久雄以下読者一同」や「読者諸
君いよいよ正月が来ました。楽しい正月が此
を好機として振るへ。振るへ。天下の少年文
士よ。本誌文壇に大いに振るへ。大正の少年
よ」と寄稿したことからわかるように、少年
ら優秀作品をうみだし、雑誌に経済されるこ
とを待ち望んだ。文芸作品投稿を他読者へ呼
びかけながら、仲間同士で競い合うという雰
囲気が感じられよう。 
かくして同誌は優秀な少年を読者にひきこ
もうとしながら、多くの読者を確保すること
に努めたのであり、メダルの授与などに表れ
ることになった。また大正期の投書家は 「優
秀な文芸作品」を投稿することでしだいに仲
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間同士で互いに刺激を与えながら仲間を形成
した。「文芸読者仲間共同体」の形成がみら
れるのである。
Ⅴ.大正期の『少年世界』におけるスポーツ
少年の記事
しかしながら『少年世界』の誌面も、1920
年代を皮切りに、誌面内容の変化がみられる
ようになった。同誌面には「誌友会議」欄 
が登場し、当時の少年読者にあこがれの職業
を質問し、彼らが回答している。
1920（大正9）年2月1日刊行の同誌第25巻
第2号「第一回誌友会議」では「商人2、農業
家、農夫2、内閣総理大臣1、新聞記者1、軍
人3、文学者2、釘屋1、僧侶1、先生1、養蚕
家1、潜水士1、工業家1、魚屋1、船長1、水
兵1、記者1、飛行家1」
とある。しかし「少年通信欄」を見てみる
と、「スキー、スケートをやりたい」という少
年年読者の声が掲載されている。憧れの職
業には入っていないものの、スポーツに関心
を持つ少年読者の存在を確認できよう。また
「第二回 誌友会議」（同誌25巻第3号、1920年3
月1日）では、「理学博士1、養蚕家6、農家1、
文学者1、軍人5、飛行家1、騎兵1、政治家
5、力士1、呉服屋12、英語教師1、僧侶1、船
乗り1、銀行の社長1、通訳1、豪商1、駅長1、
床屋1、水兵1、教育家1、巡査1、医者1、探
検家1」と掲載されており、「力士1」の希望者
を確認できる。以後も「誌友会議」欄は継続
するものの、「軍人、政治家、農業家」が多い
傾向にあったと執筆者は確認している。
『少年世界』の誌面内容はいまだスポーツ
と縁遠いが、読者らのスポーツへの関心が
徐々にではあるが生じていることがわかる。
Ⅵ.スポーツ少年記事の増大
同誌は1924（大正13）年以降、さらにスポー
ツ記事を誌面に取り入れていくようになって
いく。同誌第30巻第1号（1924年1月1日）の
目次を見てみると、運動講話「ハードルレー
ス」（横井春野）、「忍術野球選手」（青柳至）の
記事が掲載されている。また同誌付録には「英
雄豪傑運動競技双六」が含まれていた。また
誌面には他誌である雑誌「野球界」の広告も
登場し、「早慶戦」、「五大学リーグ大決戦」、「ス
キー」、「スケート練習案内」、「郡下中等学校野
球リーグ戦記」、「明治大覇権獲得の由来」、「両
大学端艇大競争記」、さらには「春場所相撲
号」、「春場所取り組み予想」、「東京夏場所戦
記」が野球界増刊号としてアピールしている。
また同誌第30巻第２号（同年2月号）では
目次より、運動講話「陸上競技の指導」（横井
春野）、写真画報「新運動五種」も。広告欄
には「忍術気合い術秘伝」（錦文堂書店）、「図
解奥伝柔道極意独習」などが掲載された。同
誌第30巻3号（同年3月号）では表紙が野球選
手（投手）も掲載されていた。
1924（大正13）年にはじまった「全国中等
学校野球大会」（全国高校野球選手権大会の前
身）が実施されたこととも関係があるかもし
れない。さらに誌第30巻4号（同年4月号）に
おいては、「悲しき競走」（重田勇）、「少年騎手
の行衛」（井上星秋）、運動講話「走高跳」な
どが掲載されている。
Ⅶ.少年読者における野球への関心
同誌では、1924年以降、「野球」を取り上げ
た作品や記事などが掲載されるようになって
いく。以下に「野球」に関する優秀作品掲載
分を見てみたい。
新懸賞文当選作品
外れ玉 三浦重雄
僕が六年生の夏の初めころだった。放課後、
同級生同士が分かれ野球をやった時のでき
ごとである。
K先生が痛い誰だと恐ろし声が鳴り響いた。
ボールがK先生の禿頭に命中したらしい。
敵味方の視線が僕の力へ集まって、どうす
るんだと顔をしている。僕は顔が真っ赤に
なって、ホームランに嬉しさは何処へやら。
心配で胸は一杯になった。静かに近寄って
来る先生が悪鬼のように思われた。僕の体
は電気にかかったいうに堅くなって、つめ
たい汗がダラダラときみ悪く流れた。僕は
無言のまま、挙手の礼をした。と、先生は
につこり笑いながら、答礼をして立ち去った。
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野球をこよなく愛する少年読者の作品であ
ろうか。野球を楽しんでいる一コマとユニー
クなエピソードを交えた作文になっている。
野球を通じたスポーツ少年の存在をここでも
確認できる。
また同誌第30巻10号（1924年10月1日）で
は野球通信「全国少年野球大会」（一記者）、
写真画報「少年選手の挨拶」、誌上新設「野
球少年学校」（横井春野）が掲載されていた。
「少年野球学校」の一節をここに紹介してお
きたい。
少年野球学校
私は少年世界誌上へ、少年野球学校を設立
して少年野球に就いての一般的なご指導申
し上げたいと思います。野球を練習するに
は、勿論強い身体をつくる為めでせう。け
れども強い身体をつくるならば、野球なん
かやらなくても、その他にいろいろな方法
が有ります。野球を練習しますのは、㈠共
同一致のせいを養ふ㈡犠牲的な精神を養ふ
㈢逆境に陥ってもヘコたれぬ勇気を養ふ㈣
けつだんりょくと判断力を養ふ㈤脳の組織
緻密にする㈥公明正大な気を養ふ
少年選手の心得
野球を練習すると同時に学課の予習を十分
にしなければなりません。あの児は野球が
上手だが、学課は更にできないと言われる
ことは、選手として一大恥辱です。皆様は
一生懸命に野球の練習をしなさい。―練習
が済んだならば、一生懸命勉強しなさい。
算術も読者もすべて甲を取れるように。
野球の練習は真面目にしなくてはなりませ
ん。練習中は野球そのものに精神を込めて
いなければならない。練習中にほかのこと
を考えていると、いけません。ぼんやりも
いけません。他人と話してもいけません。
野球を指導してくださ方には、学校の先生
同じように礼儀を尽くさなければならな
い。指導者によく服従して決してそむいて
はいけません。指導者がどんなに怒っても、
それは自分を思ってくださるからだ、と考
えて一生懸命に練習しなさい。
運動場は皆様方の体育室であり、同時に修
身の講堂です。神聖な場所ですから、運動
場を大切にしなければなりません。運動場
に石コロがあっては、練習のなまけサボり
となります。お互いにそれを他の場所へ運
ばなければならない。練習につかったベー
ス、ネットも片付けなければならない。身
体が練習でヘトへトになっても道具は片付
けなければならない。
少年選手と摂生
選手は常身体を良い状態におかねばならな
い。頭がいたい、腹がいたいとかではダメ
です。身体の状態が悪くならないように、
摂生をしなければならない。第一は食物に
対する注意。第二は間食はなるべく避ける、
第三は睡眠は十分とる。八時間乃至十時間
はとる。歯磨きは毎日丁寧に行う。爪楊枝
を使ってはキレイに練習が済んだら、汗を
よく洗い流す。風邪をひかないようにも注
意。消毒も。
現在の野球部のルール、マナー、エチケッ
ト（野球道）のようなものが詳細に描かれて
いる。野球はスポーツとの一つとして確立し
ていることをうかがわせる。また現在の「全
国高校野球大会」の前身である「全国少年野
球大会」を甲子園鳴尾浜球場で開催した記述
が見られるのも目を引く。
Ⅷ.少年読者における「オリンピック」への
関心
同誌第35巻第1号（1929年1月1日）の目次
を見ると、英雄や歴史上の人物を取り上げた
内容になっており、これまで誌面をにぎわせ
たスポーツ記事は見られなくなった。さらに
同誌第35巻第6号（1929年6月1日）の目次に
おいても、「学窓美談感激物語集」、「武道決死
試合大絵巻」、「東西偉人少年画譜」、「お笑ひの
ページ」などが組まれ、スポーツ記事は全く
見られない。
しかしながら、同誌第38巻第8号（1932年8
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月1日）では「目次」より「少年グラフ欄」に「オ
リンピック大会画報」が掲載さるのを確認し
ている。そこでは憧れの舞台で活躍する人々
として紹介しており、「日本柔道の名誉にかけ
て」（レスリング選手 八田一郎）が載せられ
ていた。八田は記事のなかで「日本の名誉の
ため柔道の威力を彼等に示すために死んでも
勝たなければならない」と語っている。まさ
しく日本代表選手としての誇りや栄誉を感じ
るものである。
また、「陸の王者織田南部両君と語る（本誌
運動部記者）」や「水の王者高石君と語る（本
誌運動部記者）」、「栄えある少年選手群（本誌
運動部記者）」なども相次いで掲載された。
1932（昭和７）年に開催されたロサンゼルス・
オリンピックの影響があるものと考えられ
る。やがて少年読者らは、オリンピック出場
選手たちを誌面でみることで、憧れの思いを
強めていくことになった。
Ⅸ.おわりに―戦争の激化によるスポーツ誌
の消滅と二誌の相次ぐ廃刊―
同誌第39巻第1号（1933年1月1日）を見て
いると、
戦争記事が一層増加していることがうかが
えるようになる。これに伴いスポーツ記事
は一切掲載されなくなり、「新案野球競技盤」、
「痛快卓上ラクビー」、「千米障害物競走」、「紙
上大競馬遊び」といった付録のみとなった。
また、『少年世界』が廃刊されることになり、
スポーツに関心をもった少年読者の居場所を
失うことになった。同誌最終号には以下のよ
うに緒言が記されている。
少年世界万歳
おめでとう。いよいよ新しい年がきました。
満天下愛読者諸君、この記念すべき昭和八
年初頭の一言を大空高く差し上げてくださ
い。サア、みんな一緒に我等の少年世界の
為に、声を限りに万歳を絶叫いたしませう。
記者 中村正爾 坂東博人 井田伊佐子 高森英次
「少年世界万歳」というフレーズが掲載され
るものの、雑誌の廃刊や統廃合などが相次ぎ、
翌年の初頭には、同誌もその一つに数えられ
ることになった。
昭和期に入るとわが国は世界恐慌や金融恐
慌のあおりを受け、国内に大きな不景気の波
が押し寄せることになった。景気の悪循環は
ますます深刻化を増した。これに伴い軍国主
義の道に日本は突き進むことになった。戦時
体制は、雑誌などにも影響を与えた。大正時
代に売り上げを誇っていた大衆児童雑誌『赤
い鳥』（1930年に一時休刊，翌年より復刊する
も、1936年に主幹鈴木三重吉の死により廃
刊）、『金の星』 （1928年廃刊）などもあおりを
受け，廃刊を余儀なくさせられた。さらに太
平洋戦争下においては，出版界への雑誌の統
制はますます厳しくなり、児童雑誌は統合整
理され，廃刊されていくことになった。
『少年世界』の誌面もまさに戦時色を帯び
た 内容のものが続々と掲載されていった．
少年世界第33巻第１号（1927年２月１日）の
「読者 通信」欄には、「記者先生僕は十二月号
を読みましたが、ほんとうに立派でしたね。
殊に「日米大決戦」等は息もつかずに読みま
した」（樺太熊谷基）の投書からもそのことは
読み取れるし、同誌第33巻第５号（1927年５
月１日）に は、投書家による「潜水艦」の
漫画が掲載されている。しかしながら、突如
として廃刊の時は訪れる。
1934（昭和９）年１月号をもって約50年継
続発行されてきた『少年世界』は廃刊となっ
た。また4年後の1938（昭和13）年10月には、
ライバル誌であった『日本少年』も廃刊の憂
き目にあうことになった。
「スポーツ少年」の記事は、1920年代を皮
切りに徐々に誌面に掲載されていくように
なった。それは、従来の少年雑誌のスタイル
（少年小説、物語、伝記、探偵小説、懸賞覧、
作品投稿覧など）の様式に対し、一石を投じ
るかたちとなった。1924（大正13）年に初め
て開催された「全国少年野球大会」の影響は
大きいものであった。以降野球に関する小説
や投稿作文、広告にいたるまで所狭しと掲載
されていくことになった。
スポーツ少年は、スポーツを興味や関心と
して行うのではなく、厳かな競技のようなイ
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メージで厳格に指導育成されていった。誌面
の記事を見ることで、少年読者らは次第にス
ポーツ少年たちを「正義感」があり、「真摯な
態度」で取り組むことが求められた。それは
やがて「希望の星」、「憧れの象徴」としての
像を抱くようになっていった。
少年読者らのなかでの、野球の流行が廃れ
ていくと、一時期ではあるが、スポーツ記事
がほぼ姿を見せなくなった。しかしながら
1932年のロサンゼルス・オリンピックの開催
を機に再びスポーツ記事が多く誌面をにぎわ
せるようになった。しかしそれも束の間で出
来事であり、戦争の激化に伴い、誌面は戦時
色に染められていくこととなった。
少年読者らに新たな夢・希望を意味するも
のとして登場した、「スポーツ」であったが、
戦争により雑誌記事とともに、はかなく散る
ことになった。
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